
苦

し

か

っ

た

戦

争

の

思

い

出
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 私

の

知

恵

が

つ

い

た

頃

か

ら

の

思

い

出 

生

れ

た

の

は

、

昭

和

六

年

十

二

月

二

十

五

日 

今

、

は

ク

リ

ス

マ

ス

、

と

言

っ

て

い

る

日

で

し

た

が

其

の

頃

は

、

大

正

天

皇

が

お

隠

れ

に

な

ら

れ

た

日

で

し

た

。 

知

恵

が

つ

き

、

こ

の

頃

は

、
「

満

州

」

今

の

中

国

東

北

地

方

、

満

州

事

変

で

日

本

が

勝

ち

、

こ

の

国

を

日

本

の

弟

の

国

に

す

る

と

言

っ

て

、

軍

備

拡

大

の

真

っ

最

中

で

し

た

。

そ

の

頃

、

我

々

が

政

治

の

話

な

ど

何

一

つ

口

に

出

す

事

な

ど

出

来

ず

、

特

に

役

人

の

耳

に

入

る

と

す

ぐ

、

警

察

問

題

に

な

り

何

一

つ

も

具

申

を

す

る

事

は

出

来

ず

の

日

々

で

し

た

。 

自

分

の

家

は

、

小

学

校

に

入

学

し

て

か

ら

知

っ

た

小

さ

な

、

小

作

人

百

姓

で

し

た

。

夏

の

暑

い

と

き

に

、

手

入

れ

を

し

て

作



っ

た

米

を

秋

に

な

り

や

っ

と

の

事

で

、

出

来

た

新

米

を

、

リ

ヤ

カ

ー

に

積

ん

で

、

土

地

代

と

し

て

地

主

に

運

ん

だ

時

を

思

い

出

す

。

そ

ん

な

事

、

ひ

と

時

で

忘

れ

、

早

く

お

祭

り

が

来

な

い

か

、

こ

ん

な

こ

と

が

楽

し

み

に

待

っ

て

居

た

。

又

、

早

く

正

月

が

来

な

い

か

、

其

の

頃

の

お

小

遣

い

、

五

銭

か

、

十

銭

、

今

の

一

月

の

十

分

の

一

位

、

今

の

子

供

に

は

わ

か

ら

な

い

だ

ろ

う

。

そ

れ

に

、

今

の

よ

う

な

白

い

ご

飯

が

食

べ

ら

れ

る

の

が

本

当

に

嬉

し

か

っ

た

。 

其

の

頃

の

農

家

は

ど

こ

の

家

で

も

押

し

麦

と

米

と

が

半

分

ず

つ

の

食

事

で

あ

っ

た

。 

私

く

し

は

、

昭

和

十

三

年

四

月

、

佐

波

郡

東

村

、

尋

常

高

等

学

校

に

入

学

し

て

い

た

。

そ

の

時

は

す

で

に

、

日

本

は

、

戦

争

を

し

て

居

た

。

中

国

と

支

那

事

変

と

言

っ

て

子

供

の

教

科

書

も

新

し

い

本

は

古

い

本

が

手

に

入

ら

な

い

者

に

与

え

ら

れ

る

位

で

古

い

物

ば

か

り

物

資

は

、

み

ん

な

軍

備

を

拡

大

す

る

た

め

学

用

品

ま

で

押

さ

え

ら

れ

て

居

た

。

小

学

校

四

年

生

の

十

二

月

八

日

第

二

次

世

界

大

戦

が

始

ま

っ

た

。

満

州

事

変

、

支

那

事

変

と

、

そ

し

て

大

東

亜

戦

争

と

日

本

は

戦

争

ば

か

り

を

続

け

、

国

民

を



苦

し

め

た

。

ま

し

て

、

大

国

で

あ

る

米

国

、

英

国

を

相

手

に

こ

の

朝

の

ニ

ュ

ー

ス

で

日

本

海

軍

が

、

ハ

ワ

イ

の

真

珠

湾

で

ア

メ

リ

カ

海

軍

の

太

平

洋

艦

隊

を

全

滅

し

た

。

こ

の

海

戦

に

群

馬

県

前

橋

出

身

の

岩

佐

直

司

、

海

軍

中

佐

が

攻

撃

の

指

揮

官

で

あ

っ

た

。

特

殊

潜

航

艇

と

言

う

潜

水

艦

を

持

っ

て

特

に

群

馬

県

民

は

、

燃

え

上

が

っ

て

居

た

。

勝

っ

た

、

勝

っ

た

で

各

地

で

夜

は

、

提

灯

行

列

で

大

騒

ぎ

湧

き

上

が

っ

て

居

た

。

苦

し

い

生

活

な

ど

忘

れ

て

毎

日

の

ニ

ュ

ー

ス

は

、

勝

戦

の

話

で

あ

っ

た

。

南

方

の

国

、

そ

し

て

島

々

を

占

領

し

た

。

こ

の

よ

う

な

時

に

ア

メ

リ

カ

領

土

を

占

領

し

て

居

た

ア

リ

ュ

ー

シ

ャ

ン

列

島

の

ア

ッ

ツ

島

、

キ

ス

カ

島

、

二

島

を

占

領

し

て

い

た

。 

群

馬

県

高

崎

に

居

た

連

隊

の

山

崎

部

隊

が

玉

砕

を

し

た

。

ニ

ュ

ー

ス

が

入

っ

て

き

た

。 

寒

さ

と

、

食

糧

不

足

で

あ

っ

た

。

こ

の

頃

か

ら

急

に

、

毎

日

が

厳

し

く

な

っ

て

来

た

。

時

々

空

襲

で

学

校

に

行

っ

て

も

勉

強

で

き

ず

、

毎

日

宿

題

が

出

さ

れ

、

こ

の

問

題

も

先

生

が

ガ

リ

版

で

刷

っ

た

も

の

だ

っ

た

。

家

に

帰

っ

て

も

、

農

作

業

を

手

伝

っ

て

、

夕

食

後

始

め

る

と

、

其

の

頃

は

、

明

る

い

所

で

、

机

の

上

で

勉



強

す

る

こ

と

は

出

来

ず

、

明

か

り

が

外

に

漏

れ

る

と

、

夜

、

夜

警

団

が

回

っ

て

居

て

灯

火

管

制

と

言

っ

て

明

か

り

が

外

か

ら

見

え

る

と

注

意

さ

れ

、

リ

ン

ゴ

箱

を

机

に

し

て

宿

題

を

や

っ

た

事

を

思

い

出

す

。

毎

日

学

校

へ

行

く

だ

け

で

、

毎

日

農

家

の

勤

労

奉

仕

と

言

っ

て

父

、

兄

、

若

い

者

が

居

な

い

の

で

、

暑

い

夏

、

草

取

り

作

業

を

毎

日

の

よ

う

に

や

っ

た

。 

都

会

の

小

学

生

は

、

毎

日

の

空

襲

で

勉

強

が

出

来

ず

山

村

の

山

の

中

の

神

社

や

又

、

お

寺

の

本

堂

な

ど

に

親

と

離

れ

疎

開

を

さ

せ

ら

れ

て

居

た

。

東

京

に

居

る

は

ず

の

父

、

母

、

が

爆

撃

で

亡

く

な

ら

れ

た

子

供

も

居

た

。

私

達

は

高

等

一

年

生

、

今

の

中

一

で

工

場

に

行

き

飛

行

機

の

部

品

作

り

の

作

業

を

さ

せ

ら

れ

た

。 

私

達

は

、

東

京

赤

羽

の

軍

人

の

服

を

作

る

工

場

が

疎

開

し

て

く

る

の

で

其

の

作

業

に

出

さ

れ

て

居

た

。

昭

和

十

九

年

秋

神

風

特

別

攻

撃

が

出

動

し

た

。 

こ

の

頃

は

、

国

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

状

況

に

成

っ

て

居

た

。

我

々

昭

和

五

年

、

六

年

に

生

ま

れ

た

者

は

教

科

書

も

無

く

学

用

品

も

な

く

、

た

だ

戦

争

、

戦

争

で

毎

日

を

送

っ

て

居

た

。

毎

年



八

月

に

入

る

と

、

あ

の

戦

争

、

原

爆

、

終

戦

を

思

い

出

し

て

言

い

合

う

時

で

あ

る

が

、

昨

年

三

月

原

発

、

地

震

、

津

波

と

大

き

な

出

来

事

で

こ

の

話

は

薄

れ

た

よ

う

な

気

が

す

る

が

、

大

正

十

二

年

の

東

京

大

震

災

、

東

京

大

空

襲

（

昭

和

二

十

年

三

月

十

日

）

昭

和

二

十

年

八

月

六

日

。

広

島

原

爆

、

九

月

に

は

長

崎

、

原

爆

と

全

国

民

が

一

丸

と

成

っ

て

復

興

に

力

を

合

わ

せ

て

早

く

立

ち

な

お

っ

た

。

戦

争

、

戦

争

で

物

の

な

い

こ

と

に

文

句

も

い

わ

ず

に

い

た

。

学

校

へ

行

く

に

も

裸

足

で

行

き

、

靴

な

ど

ま

っ

た

く

な

く

学

校

で

配

給

に

な

り

、

や

っ

と

当

た

り

、

四

、

五

日

学

校

へ

通

う

と

底

が

割

れ

て

し

ま

っ

た

り

し

た

。

何

と

も

言

え

な

い

可

哀

相

だ

っ

た

の

は

、

食

べ

物

は

な

く

、

町

で

生

活

を

し

て

い

る

人

達

は

暑

い

の

に

子

供

を

連

れ

て

手

を

引

き

一

日

に

何

回

も

走

ら

な

い

乗

り

物

で

買

い

出

し

に

出

て

や

っ

と

の

事

で

手

に

入

れ

た

食

料

を

取

り

上

げ

ら

れ

る

人

も

居

た

。 

戦

争

は

、

や

っ

て

は

な

ら

な

い

、

国

民

が

泣

く

ば

か

り

で

あ

る

。

平

和

を

守

っ

て

い

く

事

を

願

う

ば

か

り

で

あ

る

。 
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